
  梅雨に入り紫陽花の彩りが雨に美しく映える季節と

なりました。第66号では、マイナンバーの取扱いに関

する変更事項ついて取り上げました。当初よりはだい

ぶ安全管理に対する負担軽減が図られています。内

容に関するご質問・ご要望等ございましたら、お気軽に

お問い合わせ下さい。なお、HPのお役立ち情報で会

計・税務の情報を更新していますので、是非ご覧下さい。                   

ご挨拶 

ハイライト: 

・マイナンバーの取扱いで変更事項があります！  
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税務をみなさまの身近な存在に 
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 平成28年からマイナンバー制度が始まりました。制度開始前に告知されていた取扱いから変更された

事項がありますので、今回はその内容をご紹介致します。 

公認会計士・税理士・AFP・IT コーディネータ 中村   元彦 

公認会計士・税理士・AFP・社会保険労務士 中村友理香 

番号 Ｑ Ａ 

１  Ｑ：税務関係書類について、マイナンバー（個人番号）の記載を不要とする見直しが行われたとのことで

すが、今後扶養控除等申告書には従業員等のマイナンバーの記載が必要なのですか？ 

Ａ：原則として扶養控除等申告書には従業員本人、控除対象配偶者及び控除対象扶養親族等のマイナ

ンバーの記載が必要です。 

ただし、平成29年分の扶養控除等申告書については、給与支払者が従業員等のマイナンバー等を記

載した一定の帳簿を備えている場合、その帳簿に記載されている者のマイナンバーの記載は必要ないと

されました。なお、平成28年4月1日以後に提出する「保険料控除申告書」、「配偶者特別控除申告書」、

「住宅借入金等特別控除申告書」については、所得税の改正によりマイナンバーの記載は不要です。 

Ｑ：マイナンバー等を記載した一定の帳簿には、何が記載されている必要がありますか？ 

Ａ：以下の事項が記載されている必要があります。 

 ①扶養控除等申告書の提出者本人、控除対象配偶者、控除対象扶養親族等の氏名、住所及びマイナ 

   ンバー  
②帳簿の作成に当たり提出を受けた申告書の名称 

 ③上記の申告書の提出年月日  

 なお、この帳簿の作成に当たっては、最初にマイナンバーが記載された扶養控除等申告書等の一定の

税務関係書類が提出されていることが前提となっています。 

２  



 
ホームページもご覧下さい 

http://homepage2.nifty.com/my-naka/ 
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＊記載中の内容についてご質問がある場合にはお気軽にお問い合わせ下さい。 

平成28年度の扶養控除等申告書 

にマイナンバーを記載済 

給与支払者が一定の帳簿を作

成、若しくは 

毎年扶養控除等申告書の余白

に従業員が提出済のマイナン

バーと相違ない旨の記載を行

い、かつ給与支払者がその事

実を確認の上その旨を記載 

平成29年度以降の扶養控除等申告書

にはマイナンバーの記載は不要 

Yes 

No 
毎 年 マ イ

ナ ンバ ー

の記載が

必要 

平成28年度の扶養控除等申告書に

はマイナンバーの記載不要 

扶養控除等申告書の余白に、従業員が

既に提出済のマイナンバーと相違ない

旨の記載を行い、かつ給与支払者がそ

の事実を確認の上その旨を記載 

番号 Ｑ Ａ 

3  Ｑ：一定の帳簿を備えた後の年度の扶養控除等申告書にはマイナンバーの記載は不要となるため、マイ

ナンバーが記載されないように、マイナンバー欄に斜線を入れても良いですか？ 

Ａ：扶養控除等申告書については法令で様式を定めているものではないため、法令で定められた事項が

記載されていれば構いません。したがって、上記のケースで、マイナンバー欄に斜線を入れる等の措置を

行うことは可能です。但し、新たにマイナンバーの記載が必要となる従業員がいる場合には記載漏れとな

らないよう注意を払う必要があります。 

4  Ｑ：平成28年分の扶養控除等申告書にマイナンバーを記載したのなら、その後の年度の扶養控除等申告

書にはマイナンバーの記載は不要ですか？ 

Ａ：扶養控除等申告書には毎年マイナンバーを記載する必要がありますので、前年度と変わりがないから

といってマイナンバーの記載を省略することは出来ません。 

 ただし、番号 １の一定の帳簿が給与支払者によって備えられている場合には、平成29年度分の扶養控

除等申告書からマイナンバーの記載を不要とすることが出来ます。 

 また、給与支払者と従業員との間の合意に基づき、従業員が扶養控除等申告書の余白に「給与支払者

に提出済のマイナンバーと相違ない」旨の記載をした上で、給与支払者においても既に提出を受けている

マイナンバーとの確認を実施し、確認した旨を扶養控除等申告書に表示するのなら、マイナンバーを記載

しなくても構いません。 

Ｑ：退社した従業員等に関する番号 １の帳簿はすぐに廃棄が必要ですか？ 

Ａ：マイナンバーの記載が不要となる措置に従い、マイナンバーの記載がなく提出された扶養控除等申告

書のうち、最後に提出されたものの法定保存期間（当該書類の提出期限の属する年の翌年１月10日の翌

日から7年間）まで、当該者に関する一定の帳簿を保存する必要があります。 
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